
2015年度第1四半期決算の概要について説明します｡
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受注高はほぼ前年同期並みの8,218億円、売上高は前年同期から717億円増加

の9,314億円となりました。

なお、前年同期には在外グループ会社の決算期変更影響が含まれておりますので

その影響を除いた実質的な比較では、受注高は前年同期から1,200億円増加、

売上高は前年同期から1,800億円増加したと評価しています。

営業利益は、主に円安の効果が最も顕著に表れる交通・輸送が大きく増益となり、

前年同期を上回る588億円となりました。

純利益は、前年同期から58%増の355億円となりました。

また、EBITDAも前年同期を上回る990億円となりました。





受注・売上規模の拡大に伴って、主に棚卸資産が増加したことにより、総資産は

前年度末に比べて176億円増加しています。

負債・純資産は、主に棚卸資産の増加を受けて有利子負債が372億円増加し、

1兆128億円となりました。なお、当社においては、棚卸資産が買入債務と前受金の

合計の範囲内に収まっていることを一つの目安としていますが、買入債務・前受金

に対して棚卸資産が増加傾向にありますので、引き続き棚卸資産縮減に努めます。

また、自己資本が利益の積み上がりにより396億円増加し、1兆8,204億円となりました。



自己資本比率は利益の積み上がりにより改善、D/Eレシオも前年度末と同じ水準を

維持しています。

当期のフリー・キャッシュ・フローはマイナス507億円となりましたが、これは主に、

MRJの開発および客船事業に伴う悪化が影響したことによるものです。

MRJについてはほぼ計画どおりですが、客船については臨時異常のキャッシュアウト

であり、これについては年間を通じてバランスシートの更なる効率化に取り組み、

カバーするよう努めます。



左の円グラフは受注高、右の棒グラフは受注残高を示しています。

受注高は、交通・輸送と防衛・宇宙が増加しましたが、エネルギー・環境が減少、

機械・設備システムはほぼ前年同期並みとなりました。

エネルギー・環境の減少は、前年同期にプラント工事を複数案件受注した大型コン

ベンショナルが減少したことによるもの、交通・輸送の増加は、商船におけるLNG船

の受注や民間航空機における円安効果によるものです。

右の棒グラフですが、受注残高は、前年度末から552億円減少の6兆4,541億円

となりました。
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売上高は、エネルギー・環境と交通・輸送が増収、防衛・宇宙と機械・設備システム

が前年同期並みとなりました。

ドメイン別の主な増減要因はグラフの下に記載のとおりですが、エネルギー・環境

は主に化学プラントやコンベンショナルの増収、交通・輸送は円安効果のあった

民間航空機や商船の増収によるものです。
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営業利益は、エネルギー・環境、防衛・宇宙、機械・設備システムが減益でしたが、

交通・輸送が円安の効果等により大きく増益となった結果、全社合計で増益となり

ました。

エネルギー・環境は、火力事業において、プラント損益とサービス損益を合わせた

ところではほぼ前年同期並みであったものの、納入済プラントの不具合対策費用

の計上等により、前年同期対比で減益となりました。

なお、1Q決算実績を踏まえ、営業利益の業績見通しを150億円下方修正し、

1,700億円とします。

交通・輸送は、民間航空機のコスト改善や商船の船種プロミックスの改善等に

加えて、円安効果も加わり、大きく増益となりました。

なお、1Q決算実績を踏まえ、営業利益の業績見通しを150億円上方修正し、

450億円とします。

機械・設備システムは、決算期変更影響により減益となりましたが、その影響を

除いたところでは、ほぼ前年並みに推移しています。
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当年度の業績見通しについて説明します。

フリーキャッシュフローを除き、全社合計につきましては前回公表値からの変更は

ありません。

フリーキャッシュフローについては、7月31日に発表しましたユニキャリアホールディングス

株式会社の株式取得影響を織込み、見通しをプラス1,000億円からゼロに見直しています。



セグメント別の営業利益については、エネルギー・環境を150億円下方修正、

交通・輸送を150億円上方修正します。

以上、当期の決算を総括しますと、新しい2015事業計画の初年度の第1四半期の

実績としては、細部については色々良い点・悪い点がありますが、グループ全体の

評価としては、概ね順調に推移していると判断しています。

また、課題についても今後の改善活動の中で充分クリアできるものと考えています。

当社グループはグローバル企業として新たな第一歩を踏み出し、競争力の強化を

目指して、事業構造の更なる改善、M&A案件のPMI推進、ガバナンス改革を含めた

コーポレート改革を通じての経営の効率化・高度化を推し進め、厳しい経営環境の

中にあっても、それらが経営成績につながるよう努めます。

以上をもちまして､2015年度第1四半期決算の説明を終わります。
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